第６章　林業
概況　
　本府森林地帯の大部分は、隣接府県境沿いの周辺部に存在し、その森林地帯の大部分は温帯林に属しており、大別して北摂、生駒、金剛、葛城、和泉の５地域に分けることができる。
　これら森林地帯には「あかまつ」の天然林が各所に見られ、又、落葉広葉樹林も全域に見られるが、特に北摂地域に多く分布している。
　人工林についてみると、「くろまつ」が葛城、和泉地域に多く見られ、北摂、金剛、葛城地域の一部には「すぎ」、「ひのき」が多く分布している。これらのうち金剛、葛域地域の「すぎ」、「ひのき」は、府下でも最も集約的な林業が営まれている。
　府下の林業は資源的に乏しいため、大消費都市を控えながらその需要を満たすことが出来ず、従って他府県からの移入や外国からの輸入に依存している。
林野面積
　府下の林野面積は、国有林野面積が前年よりも１ヘクタール減の1043 ヘクタール、また官行造林面積も前年よりも１ヘクタール減の223ヘクタール、民有林野面積は前年より137ヘクタール増の５万6923ヘクタールとなっている。
　それぞれの大阪府総面積18万6416ヘクタール（昭和55.10.1現在）に占める割合は0.6パーセント、0.1パーセント、30.5パーセントで、本府の林野の大部分は民有林野である。
　民有林野面積のうち、立木地は５万4235ヘクタールで、民有林野面積の95.3パーセントを占めており、その内訳は人工林が２万7016ヘクタール（構成比49.8パーセント）、天然林が２万7219ヘクタール（同50.2パーセント）となっている。又、樹種別内訳では針葉樹が４万61ヘクタール（構成比73.9パーセント）、広葉樹が１万4174ヘクタール（同26.1パーセント）となっている。
　民有林野面積を市町村別にみると、能勢町が最も多く7808ヘクタールで13.7パーセントを占め､次いで河内長野市が7388ヘクタールで13.0パーセント、高槻市が4542ヘクタールで8.0パーセントとなり、この３市町で34.7パーセントを占めている。　
林野蓄積量
　府下の林野蓄積量は、国有林野蓄積量が前年の９万７千立方メートルより２万４千立方メートル（24.7パーセント）増加して、12万１千立方メートル、官行造林蓄積量が6500立方メートルで、民有林野蓄積量については、前年の461万８千立方メートルより32万立方メートル（6.9パーセント）増加して、493万８千立方メートルとなっている。
　民有林野蓄積量についてみると、人工林が315万立方メートル（構成比63.8パーセント）、天然林が178万８千立方メートル（同36.2パーセント）となっている。又、樹種別内訳では針葉樹が443万４千立方メートル（構成比89.8パーセント）、広葉樹が50万４千立方メートル（同10.2パーセント）となっている。さらにこれを市町村別にみると、河内長野市が最も多く100万１千立方メートルで民有林野蓄積量の20.3パーセントを占め、次いで高槻市が43万2千立方メートルで8.7パーセント、能勢町が42万７千立方メートルで8.6パーセントとなり、この３市町で37.6パーセントを占めている。
造林面積・その他
　府下の昭和58年中の民有林野造林面積は、前年の200.47ヘクタールから0.47ヘクタール(0.2パーセント)減少して、200.00ヘクタールとなった。樹木別にみると、｢ひのき｣が183.51ヘクタールで造林面積全体の91.8パーセントを占め、次いで｢すぎ｣が16.19ヘクタールで8.1パーセントとなっている。
　山行造林用苗木の生産量は、前年の137万１千本から27万８千本(20.3パーセント)減少して、109万３千本となった。樹木別にみると、｢ひのき｣が最も多く93万２千本で苗木生産量の85.3パーセントを占めている。次いで｢すぎ｣が９万９千本で9.1パーセント、｢くろまつ｣が４万本で3.7パーセントとなっている。
